
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 東北財務局長

【提出日】 平成24年１月13日

【四半期会計期間】 第43期第３四半期（自　平成23年９月１日　至　平成23年11月30日）

【会社名】 株式会社　鐘崎

【英訳名】 KANEZAKI CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　吉田　久武

【本店の所在の場所】 仙台市若林区鶴代町６番65号

【電話番号】 ０２２(２３１)５１４１(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役総務部長　高野　雅之

【最寄りの連絡場所】 仙台市若林区鶴代町６番65号

【電話番号】 ０２２(２３１)５１４１(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役総務部長　高野　雅之

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

（大阪市中央区北浜１丁目８番16号）

　

EDINET提出書類

株式会社鐘崎(E00489)

四半期報告書

 1/24



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

第３四半期連結
累計期間

第43期
第３四半期連結
累計期間

第42期
第３四半期連結
会計期間

第43期
第３四半期連結
会計期間

第42期

会計期間

自平成22年
３月１日
至平成22年
11月30日

自平成23年
３月１日
至平成23年
11月30日

自平成22年
９月１日
至平成22年
11月30日

自平成23年
９月１日
至平成23年
11月30日

自平成22年
３月１日
至平成23年
２月28日

売上高（千円） 2,924,7292,813,164895,060 842,5814,143,152

経常利益（△損失）（千円） 7,906 406,371 △8,832 70,575 115,571

四半期（当期）純利益（△損失）

（千円）
40,346 196,069 △8,687 39,029 97,726

純資産額（千円） － － 1,693,4781,941,6031,753,969

総資産額（千円） － － 5,601,6535,591,2455,519,990

１株当たり純資産額（円） － － 402.44 461.40 416.81

１株当たり四半期（当期）純利益

（△損失）金額（円）
9.24 46.59 △2.04 9.28 22.58

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 30.2 34.7 31.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
104,033 486,386 － － 351,139

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△219,714△138,847 － － △251,276

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△217,481△249,796 － － △282,541

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 331,158 579,384 481,642

従業員数（人） － － 205 185 201

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．第42期第3四半期連結累計期間、第43期第3四半期連結累計（会計）期間及び第42期の潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　　　また、第42期第3四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが営んでいる事業の内容について、重要な変更はありません。 

　また、主要な関係会社における異動もありません。 

 

 

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年11月30日現在

従業員数（人） 185(79)     

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は当第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。

(2）提出会社の状況

 平成23年11月30日現在

従業員数（人） 185(60)　     

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は当第３四半期会計期間の平均人員を（　 ）外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

当社グループは単一セグメントであるためセグメントごとの記載はおこなっておりません。　

(1）生産実績

品目
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

前年同期比（％）　
　
　

笹かまぼこ類（千枚） 5,692 102.6

惣菜（Ｋｇ） 88,073 102.1

牛タン（千枚） 77 81.1

　（注）　金額で表示するのが困難なため、生産数量で表示しております。

(2）商品仕入実績

品目
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

前年同期比（％）　
　
　

商品（千円） 13,452 45.9

　（注）１．商品は一括表示しておりますが、主なものは、浜茶漬及び練製品であります。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当社グループは見込み生産形態をとっておりますので、該当事項はありません。

(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を品目ごとに示すと、次のとおりであります。

品目
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

前年同期比（％）　
　

製品   

笹かまぼこ類 722,837 103.6

惣菜 70,860 70.9

その他 24,184 59.9

小計 817,882 97.6

商品 24,699 43.2

合計（千円） 842,581 94.1

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。　

　　　　２．業績の季節的変動について

　　　　　　当社グループの売上高は季節的変動があり、ギフトシーズンである第２四半期の７月～８月、第３四半期の11月及

び第４四半期の12月に増加する傾向があります。　

　

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況　

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災後の東北地区を中心とした復興需要が見られた

ものの、欧州債務問題に端を発する金融不安により急速な円高、国内株安が進行し足下の景気動向は不透明感の中

で推移いたしました。

こうした状況の下、当社においては東日本大震災による影響で３月、４月に大きく落ち込んだ売上高は、復旧復興

が進む中、被災地支援の催しや御見舞返しなど８月の需要期が終わってからも地元を始め全国の皆様の御支援によ

る息の長い需要により当第3四半期連結累計期間の売上高は前年同期比3.8％の減少となり震災の影響を最小限に

抑えることができました。

生産面におきましては、原材料等の仕入において震災による影響がありましたが６月以降は震災前の水準に回復

しております。利益面については生産性の効率化を維持継続するべく節電や燃料費の削減など売上原価の削減や、

コスト改善努力を全社員一丸となって取り組んでまいりました。また設備面においてはさらに生産性を高めるため

の新型機器の導入を図り冬の繁忙期に対する取り組みを強化いたしました。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は842百万円（前年同期比5.9％減）、営業利益は80百万円（前

年同期は１百万円の利益）、経常利益70百万円（前年同期は８百万円の損失）、四半期純利益は39百万円（前年同

期は８百万円の損失）となりました。

　

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、第２四半期連結会計期間末残高に比べ521百

万円減少し、579百万円となりました。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少74百万円、流動負債の減少68百万円等があったものの、税

金等調整前四半期純利益70百万円、減価償却費55百万円、売上債権の減少額92百万円等があったため、99百万円の増

加（前年同期は33百万円の減少）となりました。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出額52百万円、定期預金の増加42百万円など

があったため、94百万円の減少（前年同期は77百万円の減少）となりました。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純減少額393百万円、長期借入金の返済70百万円、社債償還に

よる支出60百万円などがあったために526百万円の減少（前年同期は88百万円の減少）となりました。

　　　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（４）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、３百万円であります。

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画は

ありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 13,760,000

計 13,760,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年１月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,646,400 4,646,400

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は100株であり

ます。

計 4,646,400 4,646,400 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。  

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年９月1日～

平成23年11月30日 
－ 4,646,400－ 617,250－ 594,732
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（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。　

　

　

　

　

　

（７）【議決権の状況】

 ①【発行済株式】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

  なお、自己株式等については保有株式数を把握しているため平成23年11月30日現在の株式数を記載しています。

これに伴い完全議決権株式（その他）の株式数及び議決権の数、総株主の議決権の数については当該変動を反映し

て記載しています。　

 平成23年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　 438,300
－

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式（その他） 普通株式　4,205,500 42,055　　　　　　　 －

単元未満株式 普通株式　 　 2,600 － 　　　　　　　 －

発行済株式総数 4,646,400 － －

総株主の議決権 － 42,055 －

 

②【自己株式等】

 平成23年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社鐘崎
宮城県仙台市若林

区鶴代町６番65号
438,300 － 438,300 9.43

計 － 438,300 － 438,300 9.43
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高（円） 318 281 310 269 320 314 322 324 335

最低（円） 150 220 230 235 260 282 286 290 294

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。

  

　

EDINET提出書類

株式会社鐘崎(E00489)

四半期報告書

 9/24



第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平成22年11月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成23年９月１日から平成23年11月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成23年３月１日から

平成23年11月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平

成22年11月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成23年９月１日から平成23年11月30日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成23年３月１日から平成23年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、芙蓉監査法人

による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 817,384 637,642

受取手形及び売掛金 294,510 190,845

商品及び製品 58,072 49,150

仕掛品 532 225

原材料及び貯蔵品 40,158 42,173

繰延税金資産 5,568 5,568

その他 18,828 28,833

貸倒引当金 △2,000 △2,000

流動資産合計 1,233,056 952,438

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,556,258 1,617,021

機械装置及び運搬具（純額） 332,135 323,638

工具、器具及び備品 112,662 135,570

土地 1,805,705 1,805,705

リース資産（純額） 42,444 47,865

有形固定資産合計 ※
 3,849,206

※
 3,929,801

無形固定資産

リース資産 11,622 15,794

その他 9,049 8,445

無形固定資産合計 20,671 24,239

投資その他の資産

投資有価証券 129,173 145,923

繰延税金資産 123,998 183,124

その他 252,553 300,343

貸倒引当金 △20,163 △20,163

投資その他の資産合計 485,562 609,228

固定資産合計 4,355,441 4,563,269

繰延資産

社債発行費 2,747 4,282

繰延資産合計 2,747 4,282

資産合計 5,591,245 5,519,990
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 149,879 91,100

短期借入金 1,596,819 1,899,644

1年内償還予定の社債 108,000 120,000

リース債務 10,804 10,804

未払法人税等 109,142 17,702

賞与引当金 37,610 －

その他 177,523 158,911

流動負債合計 2,189,779 2,298,163

固定負債

社債 232,000 340,000

長期借入金 806,250 624,958

リース債務 43,261 51,364

退職給付引当金 192,241 271,889

役員退職慰労引当金 185,439 178,974

その他 670 670

固定負債合計 1,459,862 1,467,856

負債合計 3,649,641 3,766,020

純資産の部

株主資本

資本金 617,250 617,250

資本剰余金 594,732 594,732

利益剰余金 865,196 669,127

自己株式 △131,323 △131,323

株主資本合計 1,945,855 1,749,785

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △4,251 4,183

評価・換算差額等合計 △4,251 4,183

純資産合計 1,941,603 1,753,969

負債純資産合計 5,591,245 5,519,990
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年11月30日)

売上高 ※1
 2,924,729

※1
 2,813,164

売上原価 1,326,573 1,090,939

売上総利益 1,598,155 1,722,225

販売費及び一般管理費 ※2
 1,557,977

※2
 1,283,862

営業利益 40,178 438,362

営業外収益

受取利息 415 269

受取配当金 2,051 797

保険返戻金 － 5,929

受取手数料 1,671 1,043

その他 3,008 3,450

営業外収益合計 7,146 11,490

営業外費用

支払利息 36,792 39,964

その他 2,626 3,517

営業外費用合計 39,418 43,481

経常利益 7,906 406,371

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 50,635 －

受取保険金 － 197,872

雇用調整助成金 － 28,110

その他 － 4,949

特別利益合計 50,635 230,933

特別損失

固定資産除却損 － 72

災害による損失 － 213,138

投資有価証券評価損 － 1,999

退職特別加算金 － 50,490

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,546

賃貸借契約解約損 5,438 －

特別損失合計 5,438 271,247

税金等調整前四半期純利益 53,102 366,057

法人税等 ※3
 12,756

※3
 169,988

少数株主損益調整前四半期純利益 － 196,069

四半期純利益 40,346 196,069
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成23年11月30日)

売上高 ※1
 895,060

※1
 842,581

売上原価 402,677 336,210

売上総利益 492,382 506,370

販売費及び一般管理費 ※2
 490,440

※2
 425,786

営業利益 1,941 80,583

営業外収益

受取利息 90 45

受取手数料 657 331

その他 505 1,205

営業外収益合計 1,252 1,582

営業外費用

支払利息 11,214 10,582

その他 811 1,008

営業外費用合計 12,026 11,591

経常利益又は経常損失（△） △8,832 70,575

特別利益

その他 － 45

特別利益合計 － 45

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△8,832 70,620

法人税等 ※3
 △144

※3
 31,590

少数株主損益調整前四半期純利益 － 39,029

四半期純利益又は四半期純損失（△） △8,687 39,029
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 53,102 366,057

減価償却費 169,570 164,419

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,095 37,610

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,840 △79,648

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △45,214 6,465

受取利息及び受取配当金 △2,466 △1,067

保険返戻金 － △5,997

支払利息 36,792 39,964

投資有価証券評価損益（△は益） － 1,999

有形固定資産除却損 － 7,187

特別退職金 － 50,490

売上債権の増減額（△は増加） △120,418 △103,664

たな卸資産の増減額（△は増加） △37,096 △7,214

その他の流動資産の増減額（△は増加） 6,909 11,830

仕入債務の増減額（△は減少） 103,585 58,779

その他の流動負債の増減額（△は減少） 2,155 9,626

その他 △22,128 30,970

小計 157,726 587,807

利息及び配当金の受取額 2,466 1,067

利息の支払額 △37,422 △39,695

特別退職金の支払額 － △50,490

法人税等の支払額 △18,738 △12,302

営業活動によるキャッシュ・フロー 104,033 486,386

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △37,000 △82,000

有形固定資産の取得による支出 △161,594 △76,908

無形固定資産の取得による支出 － △1,820

投資有価証券の取得による支出 △1,046 △1,009

投資有価証券の売却による収入 2,029 －

投資有価証券の償還による収入 － 1,611

敷金及び保証金の差入による支出 △30,900 －

敷金及び保証金の回収による収入 11,577 5,155

保険積立金の解約による収入 － 15,493

その他 △2,780 630

投資活動によるキャッシュ・フロー △219,714 △138,847
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △246,500 △233,200

長期借入れによる収入 650,000 408,000

長期借入金の返済による支出 △350,757 △296,333

社債の償還による支出 △120,000 △120,000

自己株式の取得による支出 △121,419 －

配当金の支払額 △22,949 △160

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △5,855 △8,103

財務活動によるキャッシュ・フロー △217,481 △249,796

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △333,163 97,742

現金及び現金同等物の期首残高 664,321 481,642

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 331,158

※
 579,384
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

資産除去債務に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31　

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用しております。

　なお、当社の資産除去債務は建物等の賃貸契約の原状回復義務に関するものであり、賃貸契約に関する敷金が資

産に計上されていることから、資産除去債務の負債計上及びこれに対応する除去費用の資産計上に代えて、当該

敷金の回収が最終的に見込めないと認められる金額を合理的に見積り、そのうち過年度及び当期の負担に属する

金額を損失及び費用に計上する方法を採用しております。

　これにより、営業利益、経常利益がそれぞれ272千円減少し、税金等調整前四半期純利益が5,819千円減少してお

ります。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四

半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　

　　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四

半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

１．繰延税金資産の算定方法   繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経

営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるた

め、前連結会計年度において使用した将来の業績予測を利用する方法によっ

ております。 

２．たな卸資産の評価方法   当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、一部実地棚卸を

省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算

出する方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

１．税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。 　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年11月30日）

前連結会計年度末
（平成23年２月28日）

 ※有形固定資産の減価償却累計額は6,926,962千円であり

ます。

※有形固定資産の減価償却累計額は6,755,265千円であり

ます。

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

※１業績の季節的変動について

　　当社グループの売上高は季節的変動があり、ギフトシー

ズンである第２四半期の７～８月、第３四半期の11月及

び第４四半期の12月に増加する傾向があります。

　　

※１同左　　

※２販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。　　

※２販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。　　

賃借料 252,856千円

給料手当 488,300　

賞与引当金繰入額 12,085 　

退職給付費用 15,772 　

役員退職慰労引当金繰入額 5,421 　

減価償却費 68,711 　

　

賃借料 265,727千円

給料手当 330,594　

賞与引当金繰入額 23,910 　

退職給付費用 7,662 　

役員退職慰労引当金繰入額 6,465 　

減価償却費 67,798 　

　

※３法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しておりま

す。

※３同左

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

※１業績の季節的変動について

　　当社グループの売上高は季節的変動があり、ギフトシー

ズンである第２四半期の７～８月、第３四半期の11月及

び第４四半期の12月に増加する傾向があります。

　　

※１同左

※２販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。　　

※２販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。　　

賃借料 78,513千円

給料手当 157,528　

賞与引当金繰入額 5,890 　

退職給付費用 5,046 　

役員退職慰労引当金繰入額 1,807 　

減価償却費 26,637 　

　

賃借料 82,546千円

給料手当 108,472　

賞与引当金繰入額 13,252 　

退職給付費用 2,500 　

役員退職慰労引当金繰入額 2,369 　

減価償却費 22,278 　

　

※３法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しておりま

す。

※３同左
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成22年11月30日現在）　　　　　　　

　現金及び預金勘定
469,158千円　　

　

　預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △138,000

　現金及び現金同等物 331,158

　

 

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成23年11月30日現在）　　　　　　　

　現金及び預金勘定
817,384千円　　

　

　預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △238,000

　現金及び現金同等物 579,384

　

 

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成23年３月１日　至　

平成23年11月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

 

普通株式　 4,646,400株

 

 

 

２．自己株式の種類及び株式数

 

普通株式　438,342株 
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）及び前第３四半期連結累計期間（自

　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

　当社グループは、水産練製品事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の

金額の合計額に占める割合がいずれも90％超のため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

　

 

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）及び前第３四半期連結累計期間（自

　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。 

 

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）及び前第３四半期連結累計期間（自

　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。 

 

【セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間（自　平成23年９月１日　至　平成23年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成23年３月１日　至　平成23年11月30日）

当社グループの報告セグメントは、フード事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

　

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年11月30日）

前連結会計年度末
（平成23年２月28日）

１株当たり純資産額 461.40円 １株当たり純資産額 416.81円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 9.24円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 46.59円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

四半期純利益（千円） 40,346 196,069

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 40,346 196,069

期中平均株式数（株） 4,363,258 4,208,058
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △2.04円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在

しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 9.28円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △8,687 39,029

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△8,687 39,029

期中平均株式数（株） 4,240,558 4,208,058

　　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年１月12日

株式会社鐘崎

取締役会　御中

芙蓉監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　隆之　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 畔村　勇次　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社鐘崎の平成

22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平成22年11月

30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社鐘崎及び連結子会社の平成22年11月30日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期　　報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年１月11日

株式会社鐘崎

取締役会　御中

芙蓉監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 畔村　勇次　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　信行　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社鐘崎の平成

23年３月１日から平成24年２月29日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年９月１日から平成23年11月

30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年３月１日から平成23年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社鐘崎及び連結子会社の平成23年11月30日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期　　報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。　
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